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プレアボイドとは

「 PREvent and AVOID the adverse drug reactions 」の略称 で、

病院薬剤師にとって薬物療法の安全管理職能がわかる言葉として創られた造語です。 

日本病院薬剤師会では、薬剤師が薬物療法に直接関与し、薬学的患者ケアを実践して

患者の不利益（副作用、相互作用、 治療効果不十分など）を回避あるいは軽減、薬物療

法の向上に貢献した事例を“プレアボイド”と称して報告を収集しています。

報告

薬剤師の日常業務におけるリスク回避、
質の向上に役立つように公表

日本病院薬剤師会

フィードバック

（薬による有害事象を防止・回避する）

プレアボイドとは

プレアボイドに関する情報



プレアボイドの概念図
日常業務の中で色々な状況が
きっかけとなります。
・持参薬鑑別中
・処方箋監査中
・カルテチェック中
・患者面談中
・回診協議中
・配薬準備中
・病棟巡回中
・カンファレンス中 etc..

まずはプレアボイド
報告を意識すること
が大切！

日本病院薬剤師会ホームページより



日本病院薬剤師会のプレアボイドに対する取り組み

プレアボイド報告制度を管理・運営医薬情報委員会

プレアボイド報告の集計実務と報告

内容評価を担う

プレアボイド報告評価

小委員会

主な取り組み
１．プレアボイド報告の利活用に関する検討
２．プレアボイド報告の評価
３．プレアボイド報告優良事例の選定・精査
４．プレアボイド広場の執筆

プレアボイド報告の評価・分析・公表・会員へのフィードバック

制度としての
質を担保



プレアボイドの報告様式

•副作用の重篤化回避(様式1)

•副作用未然回避(様式2)

•薬物治療効果の向上（様式３）

ポリファーマシーは
色々該当しそう

平成28年4月より集計開始



【プレアボイド報告書(重篤化等回避報告用) 様式1】
年齢60代 男性 急性呼吸不全のため入院

• 2013/12/20 面談時に患者本人より訴えあり。（筆談にて対応の患者）

昨年の夏位から手の震えが出るようになった。

現在は少し落ち着いてきているが、継続して症状があるとのこと。

面談時は症状は強くない様子であるが、筆談が困難との訴えもある。

抗精神病薬による錐体外路障害の可能性を考慮。

コントミン25mg/日、リスパダール不安時1回1㎎（時に追加で2mg/回）

コントミン減量、リスパダール中止、ベンザリン増量を提案する。

• コントミン糖衣錠12.5mg 2錠 → 1錠に減量

リスパダール内用液は中止

ベンザリン細粒10mg/g 0.3g → 0.5gに増量

12/22 呼吸不全改善のため、退院

• 2014/1/7 膀胱腫瘍の手術のため入院。

面談時に、手の震えは落ち着いていることを確認する。



様式1：
副作用の重篤化回避

患者面談によって薬剤の副作用（錐体
外路障害）を発見し、被疑薬の中止・
減量を提案した。

副作用は軽微な段階で回避でき、重篤化
の回避に寄与しているため、「様式１」



【プレアボイド報告書（未然回避報告）様式２】
年齢 30代 女性 胃潰瘍治療目的で入院

• 胃潰瘍治療のためファモチジン注 40mg 点滴（分2）が新規
処方された。病棟担当薬剤師は、この患者は入院時に中等度腎
障害のあることを知っていたため、最新の検査結果からクレア
チニンクリアランスを概算すると40 mL/minであることが判明
した。ファモチジンの過量投与によるせん妄などのリスクを考
えて医師に減量を提案した。

• ファモチジン注 20mg 点滴（分1）に処方変更となった。

本報告では、変更後の経過の記載はありませんでした。
個人的には対応後の経過と評価に関する記載も必要と
考えます。



様式2：
副作用の未然回避 

薬剤の投与量は通常量であったが、こ
の患者は入院時の問診で腎障害のある
ことを把握し、医師に減量するように
依頼した。 

副作用は未然に防がれたので、
「様式２」



【プレアボイド報告書（薬物治療効果の向上）様式３】
年齢 30代 女性 乳癌化学療法目的で入院

• 2週間前から胸部(乳房)痛に対してオキシコンチンを20mg/日12時間毎で
服用していたが､次回内服の1～2時間前になると安静時にも痛みが増強し
ており、その際のNRS評価は8/10であった。オキノーム2.5mg/回の使用
回数は1日3～4回であり、服用後のNRS: 2/10と効果は得られていた。

• レスキュードーズ合計量よりオキシコンチン推奨量を算出すると30mg/
日、血中濃度低下時間の疼痛増悪を回避するためには用法を分3とするこ
とが必要であると考えた。

• 主治医にオキシコンチン増量(30mg/日8時間毎)を提案。翌日朝6時より
増量となった。

• 増量翌日の評価において、NRS:1～2/10で推移していることを確認｡レス
キユー回数は1～2回/日へ減少した。増量後の便秘､悪心､眠気の増強なく、
化学療法は予定通り実施され、退院となった。



様式3：
薬物治療効果の向上 
患者面談により、がん性疼痛のコント
ロールが不十分であることが判明した
ので、オピオイドの増量を提案し、翌
日より改善した。

疼痛緩和の向上に寄与しているため、
「様式３」 



日本病院薬剤師会ホームページ

【医薬情報 プレアボイド】を選択

日本病院薬剤師会ホームページ トップページ



プレアボイド事例

【プレアボイド事例】
報告の参考になる事例を
分野に分けて紹介

日本病院薬剤師会ホームページ トップページ



プレアボイド広場

日本病院薬剤師会ホームページ トップページ

【プレアボイド広場】
日病薬雑誌に掲載された
プレアボイド関連記事



プレアボイド年度報告

日本病院薬剤師会ホームページ トップページ

日本病院薬剤師会ホームページ トップページ

【プレアボイド年度報告】
日病薬雑誌に掲載されている
プレアボイド年度報告の概要
過年度分の閲覧が可能



第35回日本医療薬学会年会より

病院のプレアボイド事例、新システム活用で
質の高い報告を

2025年11月22～24日に神戸市で開催された第35回日本医

療薬学会年会において、シンポジウム「プレアボイド報告事
例の解析から導かれた課題を克服して患者アウトカムの改
善を目指す」が開かれた。九州大学病院薬剤部の永田健一
郎氏らが登壇し、日本病院薬剤師会のプレアボイド事例分
析事業における、オンライン報告システムが刷新されたこと
を報告。新システムの利点を紹介すると共に、プレアボイド
事例の報告と活用を呼びかけた。



プレアボイド

日本病院薬剤師会ホームページ トップページ

会員専用ページ

毎月末、シクミネット登録のメール
アドレス宛に配信されるユーザー名、
パスワードの入力が必要

【プレアボイド】
⚫プレアボイド小委員会から
のお知らせ

⚫プレアボイドの説明
⚫オンライン報告の説明
⚫プレアボイド優良事例

日本病院薬剤師会ホームページ トップページ

会員



オンライン報告 

日本病院薬剤師会ホームページ トップページ

動画説明

会員専用ページ

毎月末、シクミネット登録のメール
アドレス宛に配信されるユーザー
名、パスワードの入力が必要

【オンライン報告】
• プレアボイド小委員会からのお知らせ
• プレアボイド報告に関するお願い
• プレアボイド新システムについてアカ
ウントの作成方法、利用マニュアル、
動画説明を確認できます。

日本病院薬剤師会ホームページ トップページ

新システム
アカウントの作成

新システム
オンライン報告

会員



新システムアカウント作成方法

日本病院薬剤師会ホームページ
プレアボイド 会員用ページ より



新システム操作マニュアル

日本病院薬剤師会ホームページ
プレアボイド 会員用ページ より



新システム利用マニュアル（動画）

日本病院薬剤師会ホームページ
プレアボイド 会員用ページ より



アカウント作成の方法

「新システム アカウントの作成」の
ボタンをクリック

新システムを使用するためには利用者
ごとにアカウントの設定が必要



アカウント作成画面①

利用規約の内容を確認した後、
「利用規約に同意する」の
チェックボックスをチェック

「新システム アカウント作成」の
ボタンをクリック



アカウント作成画面②

自動設定のチェックボックス
にチェックしておくと事例を新
規に作成した際に管理者氏
名、医療機関情報、e-mailア
ドレスが自動出力される。



オンライン報告の方法

「新システム オンライン報告」の
ボタンをクリック



オンライン報告にログイン

アカウント作成画面で
登録した情報を入力

ログイン情報を記憶するの
チェックボックスにチェックを入
れると次回から自動でログイン
できます。



オンライン報告のトップ画面

報告の様式を
選択する。

過去の報告を
検索できる。

報告の内容を
・表示
・PDF出力
・CSV出力
・受領証出力



報告様式の選択について



オンライン報告データの検索について



オンライン報告データの出力について

報告の内容を
①表示
②PDF出力
③CSV出力
④受領証出力

データの活用が可能

①表示

②PDF

③CSV

④受領証



宮崎県病院薬剤師会の報告状況について

宮崎県病院薬剤師会にお
けるプレアボイド報告は、
災害対策・リスクマネジ
メント委員会とDI委員会
が担当しています。

毎年4月に県病薬事務局より
会員施設に対し文書にて、
前年度1年間分のプレアボイ
ド報告件数の報告をお願い
しております。



第75回宮崎県病院薬剤師会総会資料より抜粋

宮崎県における報告状況

・プレアボイド報告実績のあるのは一部の限られた施設

・当県の実績は宮崎大学医学部附属病院、国立病院機構
都城医療センターの頑張りに頼っている状態。

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

報告施設
数

12 7 9 9 9 9 15 10 10 13

より多くの施設に関心を持って参加していただくことが報
告件数の増加に繋がります。
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H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

グラフ タイトル

差 県病薬件数 日病薬件数

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

県病薬件数 219 232 278 253 277 321 342 395 417

日病薬件数 193 188 165 201 259 185 311 274 386

差 26 44 113 52 18 136 31 121 31

宮崎県の報告数の推移

日本病院薬剤師会の
件数と宮崎県病院薬
剤師会の件数に差が
あるが、概ね増加傾向

以後の発表は日病薬の報告件数を指標
に検討します。



プレアボイド報告数の年度推移（全国）

Vol.62 No.3 2026 日本病院薬剤師会雑誌

平成28年度までは順調に
伸びていたが頭打ちとなり、
以後は減少傾向にある。
令和6年度は平成27年度以
来９年ぶりに40,000件を
下回った。

平成24年
病棟薬剤師業務
実施加算新設



都道府県別報告件数
令和6年度

年度 H28 H29 H30 R1 R2

件数 193 188 165 201 259

日本病院薬剤師会雑誌より抜粋

年度 R3 R4 R5 R6

件数 185 311 274 386

実績を落とす県が多い中、
宮崎の報告件数は伸びてき
ているが、伸びしろはまだ
まだありそう。
400件到達まであと一歩！

令和5年度

令和5年度に比べ令和６年度は
10,355件（22.3％）ダウン
大幅に実績を落とした県も散
見される。

施設数が少ない島根県は1,000
件を超える実績を維持し続け
ている。意識の高さを反映！



都道府県別優良事例報告数（重篤化回避報告）

数だけでなく、質も
大切！

令和6年度

全報告件数36,140件のうち
894件、約2％が該当

Vol.62 No.3 2026 日本病院薬剤師会雑誌

宮崎の報告件数は7件で全国下位クラス
まずは報告数2桁を目指したい！



プレアボイド優良事例

優良事例は日本病院薬剤師会HP上で掲載

・重篤化回避報告（様式１）が対象

・プレアボイド報告評価小委員会が評価

当院報告の掲載例

クリックすると詳細が
確認できます。

現時点で2009～2023年度分が掲載
されています。



プレアボイド報告の活用

今後の薬物療法の質向上に役立てるとともに、
薬剤師が患者に貢献したことを証明する重要
なデータとして活用されている。

実際に、厚生労働省等に薬剤師職能の説明資
料として提出し、病院薬剤師の定員問題、薬
学教育6年制、高齢者医療制度など各検討会
で資料として活用してきた。

「プレアボイド報告」は薬剤師の存在意義を国民にア
ピールし続けるために最も有効なツールの１つです。



プレアボイド報告が資料として活用された事例 

1. 第1回病院における薬剤師の業務及び人員配置に関する検討会（平成18年
12⽉27日開催）にて、プレアボイド報告の取組みが日病薬委員より紹介
されました。

2. 第1回社会保障審議会医療部会（平成19年3⽉9日開催）にて、日病薬か
らの資料として副作用未然回避事例、重篤化回避事例が報告されました
（p.8-10）。 

3. 第2回厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会（平成29年6⽉22日開催）
の参考資料としてプレアボイドの取組みが紹介されました。 

4. 第5回高齢者医薬品適正使用検討会（平成29年12⽉22日開催）にて、
「プレアボイド報告を中⼼とした高齢者薬物療法適正化の取り組み」が
日病薬委員より紹介されました。 

5. 「薬局・薬剤師を取り巻く現状及びビジョン実現に向けた国の取組（来
年度の予算事業等）について」（ 平成30年2⽉5日, 厚生労働省医薬・生
活衛生局総務課）にて、プレアボイドの取り組みについて厚生労働省よ
り紹介されました。



ポリファーマシーによるプレアボイド報告と
診療報酬（薬剤総合評価調整加算）について

厚生労働省ホームページより日本病院薬剤師会ページ「プレアボイド広場」より



ポリファーマシーによるプレアボイド報告と
診療報酬（病棟薬剤師業務実施加算）について

厚生労働省ホームページより

ポリファーマシー
対策事例

プレアボイド報告
事例として蓄積

日病薬に
報告！

この報告が実績と
して加算の評価に
繋がります。

大幅Up！

当院は7月から
加算１へUｐ



地域支援・医薬品供給対応体制加算

新区分 対象
（基本調剤料）

旧加算との組み合わせ 点数

加算1 全薬局共通 後発医薬品調剤体制加算（廃止）の後継＋
安定供給体制の評価

27点

加算2 基本調剤料1 旧地域支援体制加算1（32点）＋加算1要件 59点

加算3 基本調剤料1 旧地域支援体制加算2（40点）＋加算1要件 67点

加算4 基本調剤料1以外 旧地域支援体制加算3（10点）＋加算1要件 37点

加算5 基本調剤料1以外 旧地域支援体制加算4（32点）＋加算1要件 59点

加算2～5の点数 ＝ 旧地域支援体制加算の点数 ＋ 加算1の点数（27点）
地域支援・医薬品供給対応体制加算とは、医薬品の安定供給に資する取り組みや地域医療に貢献する保険
薬局の体制等を評価する、調剤基本料の加算項目。



「地域支援・医薬品供給対応体制加算2～5」の
共通施設基準

エ 医療安全に関する取り組み

(イ) PMDAメディナビへの登録による医薬品情報の

収集・周知

(ロ) 薬局機能情報提供制度における「プレアボイド

事例の把握・収集に関する取組の有無」を

「有」として直近1年以内に都道府県へ報告

(ハ) 副作用報告に係る手順書の作成・実施体制



「地域支援・医薬品供給対応体制加算2～5」の共通施設
基準「エ 医療安全に関する取り組み （ロ）」への対応

•前年１年間（１月１日から12月31日）に、疑義照会により処方
変更がなされた結果、患者の健康被害や医師の意図した薬効が
得られないことを防止するに至った事例を提供した実績がある

• 薬局機能情報提供制度において「プレアボイド事例の把握・収
集に関する取り組みの有無」を「有」としている

報告申請の窓口
公益財団法人日本医療機能評価
機構の薬局ヒヤリ・ハット事例
収集・分析事業から参加登録、
その後事例報告・ログインのリ
ンクから申請する。

http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/
http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/


「地域支援支援・医薬品供給対応体制加算」の
算定まででの流れ

厚生労働省G-MISにログ
インし薬局機能情報制度
でプレアボイド報告への
取り組み「有」で提出

公益財団法人日本医療
機能評価機構にヒヤ
リ・ハット報告
前年1～12⽉の実績

地域支援・医
薬品供給対応
体制加算2～5
の算定開始
（継続も同様）



公益財団法人日本医療機能評価機構

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業



電子処方箋の活用による薬局でのプレアボイド事例

活用事例①
併用禁忌の相
互作用を回避

活用事例⓶
重複投与の加
療を回避



事例①：併用禁忌の相互作用を回避

ニルマトレルビル/
リトナビル
（パキロビット）

⚫ スボレキサント
（ベルソムラ）

⚫ エスタゾラム
（ユーロジン）

併用
禁忌



電子処方箋の活用による薬局でのプレアボイド事例

活用事例①
併用禁忌の相
互作用を回避

活用事例⓶
重複投与の加
療を回避



活用事例⓶：重複投与の加療を回避

【活性型ビタミンD3】
エルデカルシトール
（エディロール）

【天然型ビタミンD3】
沈降炭酸カルシウム・
コレカルシフェロール・
炭酸マグネシウム

（デノタス）

重複
投与



薬薬連携とプレアボイド報告

お薬手帳 薬剤サマリー

薬薬連携による
・副作用の重篤化回避の事例
・副作用の未然回避の事例
・薬物治療効果の向上の事例

「患者さんのお役に立てて良かった」で
終わってませんか？

プレアボイド報告で有効活用しましょう！

電子処方箋情報



プレアボイド報告件数アップに向けて

みんなで頑張ろう！



プレアボイド報告の有効活用への取り組み

プレアボイド報告は
スタッフのスキル
アップにも有用です



神奈川県病院薬剤師会・神奈川県薬剤師会

2025年度プレアボイド合同研修会

令和8年3月5日にリスクマネジメント
研修会 がオンライン形式で開催さ
れた。 令和3年より神奈川県病院薬

剤師会と薬剤師会の合同で企画さ
れ、両会から選出されたプレアボイ
ド優良事例6例（3例ずつ）が表彰さ
れ事例報告が行われた。

プレアボイド優良事例を表彰、発表の
場を設けることで

・薬学的知識・モチベーションの向上 

・医薬品の有効性・安全性の向上

神奈川県薬・神奈川県病薬
会員以外も聴講可能
※要参加費



神奈川県薬剤師会

薬局プレアボイド事例集

患者情報、薬歴、臨床検査値、
その他の視点から分類

・副作用の重篤化回避事例

・適切な薬物療法への介入事例



第1版、第2版ともに
神奈川県薬剤師会
HPから閲覧できます

神奈川県薬剤師会

薬局プレアボイド事例集



日本医療マネジメント学会雑誌掲載論文

「プレアボイド報告からみた病棟常駐薬剤師の
医療安全における役割」を例に考えてみる
• 上尾中央総合病院（753床）は全病棟に薬剤師が2008年か
ら常駐し、プレアボイド報告体制を整備

• プレアボイド報告数の推移は、2008年度までの年間平均
19.5件であった。

• 2009〜2011年度の平均は469.3件の報告だった。

• 薬剤師の病棟常駐を開始したことによりプレアボイド報告は
顕著に増加した。

• 病棟常駐薬剤師の医薬品安全管理における役割は大きい
ことが明らかとなった。

日本医療マネジメント学会雑誌 2014 年 14 巻 4 号 p. 209-212



上尾中央総合病院におけるプレアボイド報告
件数増加のポイント ～論文が示すもの～

• プレアボイド発生時の業務では、薬剤管理指導業務及び
病棟業務からの報告が最も多かった。

• 薬剤師の病棟常駐を開始したことにより、服薬状況を詳し
く観察し検討することが可能になった。

• 看護師等から得た情報を契機にプレアボイドとなる事例が
増えた。

• 調剤業務を担う薬剤師が病棟常駐薬剤師を通すことで処
方提案を行いやすくなった。

「そりゃそうだ」と思った方は報告事例に遭遇してるはず．．．。



「プレアボイド」という⾔葉が利用され
るようになった事例 ～薬学教育～

薬学教育協議会（令和５年度 ⽂部科学省 ⼤学における医療
人養成の在り方に関する調査研究）より発⾏された「臨床に
おける実務実習に関するガイドライン ～薬学教育モデル・
コア・カリキュラム（令和４年度改訂版）対応～」（ 令 和 
5年12⽉）の「F3-3 医療安全の実践」の項⽬の標準的な実習
内容(例⽰)に「⾃らのヒヤリ・ハットやプレアボイド事例の
報告、振り返り、分析、提案経験」と記載があり、評価ルー
ブリックに「⾃⾝の経験を振り返り、各種手順書への反映や
プレアボイド報告等を通じ、医療安全の質向上に積極的に関
与する」と記載されています。



F 臨床薬学
F-3 医療マネジメント・医療安全の実践
F-3-3 医療安全の実践 



プレアボイド報告の学生指導への活用

プレアボイド報告は薬学生指導の教材に最適です。

【薬学教育モデル・コア・カリキュラム F-1 薬物治療の実践より】
• 薬物治療の問題点の抽出を行い、その評価に基づき、問題解決策を
検討し、薬物治療を個別最適化するための計画を立案する。

• 薬物治療開始時からその必要性と安全性を評価し、医薬品の不適正
使用等によるリスクを回避 するとともに、薬物治療開始後の患者の
状態を継続的に把握し、適切に評価し、医薬品の有効性と安全性を
確保する。

この報告は、昨年度の実習生が発見し報告しました。

報告書

受領書
学生さんのモチベー
ションもアップ！



日本医薬品安全性学会
医薬品安全性専門薬剤師認定取得への活用

医薬品安全性専門薬剤師
（DSSP）認定制度は、医薬
品の安全性に関する十分
な知識及び技能を有する
薬剤師を対象とした認定
制度です。

一般社団法人

日本医薬品安全性学会

日本医薬品安全性学会
医薬品と有害事象の関連性やメカニズムを解明し、 

回避対策を探求することにより、医薬品の安全性向上
に寄与することを目的として2014年5月に設立



有害事例や回避事例など医薬品安全性関連
事例の対応とは

有害事例の報告 ＝
PMDA副作用報告

回避事例の報告 ＝
日病薬プレアボイド報告



第三者による業務評価対応の資料として
の活用

九州厚生局による適時調査

調査担当官のコメントより（自験例）

「病棟で薬剤師さんが色々と活動されているの
は、書類や記録から何となく分かりました。

薬剤師さんが病棟で活動することのメリット
を具体的に証明できるようなものは他にありま
せんか？」



【具体的な活動資料として提示した書類】

有害事例の報告 ＝   PMDA副作用報告

回避事例の報告 ＝   日病薬プレアボイド報告

第三者による業務評価対応の資料として
の活用

プレアボイド報告は、病院機能評価、医療監視、
厚生局監査（個別調査、適時調査）等、第三者評
価において薬剤師業務の成果を証明する材料とし
ても有用です。
公的に報告していることで説得力があります。



• 日本病院薬剤師会よりプレアボ
イド報告を行った施設の認定証
として発行（報告数1件も対象）

• 年度ごとに更新

• 施設によってはホームページや
施設認定のコーナーに掲示

当院は2009年度から17年間、
認定を継続しています。

プレアボイド報告施設証

簡単で当たり前の事でも継続することが大切！



静岡県立静岡がんセンターホームページより



マツダ株式会社マツダ病院ホームページより



香川県立中央病院ホームページより



プレアボイド報告は薬剤師の
貢献を公的に報告できる貴重
な取り組みです。

ご協力をよろしくお願い致します。

会員の皆様へ

新システム導入で入力が簡便になりました。

まずは1報、自ら報告してみましょう！
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